
 

地域再生計画 事後評価結果 

地域再生計画の名称 やない都市・農村ふれあい交流促進プラン 

地域再生計画の作成主体の名称 山口県、柳井市 計画期間 平成１７年度 ～ 平成２１年度 

 

 

計画概要 

 

 柳井地域は山口県南東部に位置し、瀬戸内海国立公園にも指定される美しい自然環境を有する地域である。山口県では柳井地域を「観光戦略

支援地域」に選定するなど、観光産業の発展も期待されている。他方、農業は主要産業の一つとなっているが、生産されて農産物の輸送経路は

、市街地を通過する必要があるなど、輸送合理化に支障を来たしており、新たな経路の確保が強く望まれている。このため、広域農道と市道の

一体的整備により、農業用施設や交流施設を結ぶ路線を構築し、農産物の輸送合理化、都市農村交流の活性化による地域の再生を目指す。 

 

事業の実施状況 １ 市道整備の促進   （後地末広線） 

２ 広域農道整備の促進 （柳井大畠地区） 

 

支援措置によら

ない取り組み 

１ やまぐちフラワーランド整備事業 

２ 柳井ウエルネスパーク整備事業 

３ 柳井市古市金屋重要伝統的建造物群保存地域保存事業 

４ 中心市街地活性化対策事業 

５ 柳井川ふるさとの川整備事業 

 

 

 

 

目標の達成状況 

内  容 計画時 目 標 実 績 達成度 事後評価 

 単位  基準年度  基準年度  基準年度 

目標１ 都市・農村交流人口の増 万人 35  

 

H16 

60  

 

H21 

68 

 

H26 

 

H21 

113% 広域農道の供用開始は遅れている

が、目標の達成は図られた。 

目標２ 花卉生産量の増 ａ 130 156 170 131% 大幅な増が図られた。 

 

目標３ 

広域農道、市道整備によ

る周辺地域から交流拠点

施設までのｱｸｾｽ改善 

 

分 

 

24 

 

19 

 

測定不可 

 

－ 

広域農道の供用開始の遅れにより

、目標数値に至らなかった。 

 

 

 

総合評価 

 

 

 

 地域再生計画に基づき実施した事業は、計画期間内に一部整備が間に合わなかった地区があるものの、完了した市道や部分的に完成した道路

は地域住民の利便性が改善されており、関連事業に位置づけされた交流拠点は確実に整備され共用を発現している。これにより、地域再生計画

の目標である花卉生産量の増加は、目標以上の達成となった。また、交流人口の増加についても、目標の達成が図られた。 

 都市・農村交流人口の増や交流拠点施設へのアクセス時間の改善については、実施路線の課題（埋蔵文化財調査や用地取得）が予定より遅れ

解決したことから、計画路線の供用開始が遅れ、当初、計画目標としたアクセス時間短縮効果までには至らなかったため、引続き協議会等にお

いて目標値に対するフォローアップを行う。 

 なお、本計画による目標の達成を契機として、新たに「元気都市柳井農村再生プラン」（計画期間：平成22年度～平成25年度）が平成２２年

３月２３日付けで内閣総理大臣認定されている。 

 


